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暦学、地理、蘭学を

安政元年（

再び江戸に上り、幕臣勝麟太郎

た長崎海軍伝習所へ行き蘭学、英学、兵学、航海術を学ぶ。その傍ら蘭語の本を訳し『新銃放

射論』『選馬説』の稿本

長崎在学中に咸臨丸や観光丸に乗船して対馬や薩摩へも航海し、航海技術

が、安政

＊彀率：弓のしぼり具合。標準。

万延元年（

ず上田で傷心の生活を送った。

文久元年（

松大三郎

文久

れた佐久間象山と初めて松代で会談した。（後述）

小三郎は象山と初対面後

（開塾と同時に、薩摩、肥後、大垣藩が入塾させ、越前藩は

の授業を知ってから、京の薩摩藩邸に教室を提供して出兵してきた藩士の教練をさせ

には中村半次郎、村田新八、東郷平八郎らで、門弟

生真面目で頑なまでに「天幕一和」「幕薩一和」を推し進めることが欧米列強から日本を守る

ことだと奔走

（親交のあった会津藩の山本覚馬と一緒に「幕薩一和」を目指して、薩摩の西郷隆盛、幕府側へ

は慶喜のブレーンだった若年寄永井尚志らに働きかけを行った。）

その最中に

都東 洞 院 通
ひがしのとういんどおり

翌年

ぶ戊辰戦争が始まった。戦火を交えず大政奉還によって平和裏に、また欧米大国の干渉を受け

ず日本の近代化を進めようとした佐久間

砕け散った。

逸早く東帰し、天皇への恭順に徹した将軍徳川慶喜の一途さが朝廷の御容許となり、欧米大

国に付け入る
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３．「英国歩兵練法」

慶応元年（

始。原本は“

国の

この本は、従来はゲーベル銃による密集隊形であった歩兵戦闘法に代えて、ミニエライフル

銃（ゲーベル銃より弾の飛距離は約

命中率もより高まった）による散開戦闘法を初

めて公開した、当時のヨーロッパでも革命的な

ものだった。

暦学、地理、蘭学を

安政元年（1854

再び江戸に上り、幕臣勝麟太郎

た長崎海軍伝習所へ行き蘭学、英学、兵学、航海術を学ぶ。その傍ら蘭語の本を訳し『新銃放

射論』『選馬説』の稿本

長崎在学中に咸臨丸や観光丸に乗船して対馬や薩摩へも航海し、航海技術
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＊彀率：弓のしぼり具合。標準。
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ず上田で傷心の生活を送った。
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松大三郎（則良、後に海軍大将）が航海士として乗船できたので赤松小三郎と改名した）

文久 3 年（1863

れた佐久間象山と初めて松代で会談した。（後述）

小三郎は象山と初対面後

開塾と同時に、薩摩、肥後、大垣藩が入塾させ、越前藩は

の授業を知ってから、京の薩摩藩邸に教室を提供して出兵してきた藩士の教練をさせ

には中村半次郎、村田新八、東郷平八郎らで、門弟

生真面目で頑なまでに「天幕一和」「幕薩一和」を推し進めることが欧米列強から日本を守る
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（親交のあった会津藩の山本覚馬と一緒に「幕薩一和」を目指して、薩摩の西郷隆盛、幕府側へ

は慶喜のブレーンだった若年寄永井尚志らに働きかけを行った。）
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ひがしのとういんどおり

魚棚にて暗殺された。

翌年 1 月薩長討幕軍の挑発に乗った幕府軍は、京都鳥羽、伏見の戦いに応戦し、一年余に及

ぶ戊辰戦争が始まった。戦火を交えず大政奉還によって平和裏に、また欧米大国の干渉を受け

ず日本の近代化を進めようとした佐久間

砕け散った。 

逸早く東帰し、天皇への恭順に徹した将軍徳川慶喜の一途さが朝廷の御容許となり、欧米大

国に付け入る隙を与えなかったことは何よりであった。
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則良、後に海軍大将）が航海士として乗船できたので赤松小三郎と改名した）
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開塾と同時に、薩摩、肥後、大垣藩が入塾させ、越前藩は

の授業を知ってから、京の薩摩藩邸に教室を提供して出兵してきた藩士の教練をさせ

には中村半次郎、村田新八、東郷平八郎らで、門弟

生真面目で頑なまでに「天幕一和」「幕薩一和」を推し進めることが欧米列強から日本を守る
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、討幕派の薩摩藩士

魚棚にて暗殺された。

月薩長討幕軍の挑発に乗った幕府軍は、京都鳥羽、伏見の戦いに応戦し、一年余に及

ぶ戊辰戦争が始まった。戦火を交えず大政奉還によって平和裏に、また欧米大国の干渉を受け
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再び江戸に上り、幕臣勝麟太郎（後の海舟
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長崎在学中に咸臨丸や観光丸に乗船して対馬や薩摩へも航海し、航海技術

年）長崎海軍伝習所の閉鎖により、勝に従い江戸に帰航した。
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則良、後に海軍大将）が航海士として乗船できたので赤松小三郎と改名した）

年）松代藩士白川久左衛門近克の娘たかを娶り、それが縁で

れた佐久間象山と初めて松代で会談した。（後述）

3 年目に京都に出て

開塾と同時に、薩摩、肥後、大垣藩が入塾させ、越前藩は

の授業を知ってから、京の薩摩藩邸に教室を提供して出兵してきた藩士の教練をさせ

には中村半次郎、村田新八、東郷平八郎らで、門弟

生真面目で頑なまでに「天幕一和」「幕薩一和」を推し進めることが欧米列強から日本を守る

（親交のあった会津藩の山本覚馬と一緒に「幕薩一和」を目指して、薩摩の西郷隆盛、幕府側へ

は慶喜のブレーンだった若年寄永井尚志らに働きかけを行った。）

、討幕派の薩摩藩士中村半次郎

魚棚にて暗殺された。（後述７．暗殺の真相）

月薩長討幕軍の挑発に乗った幕府軍は、京都鳥羽、伏見の戦いに応戦し、一年余に及

ぶ戊辰戦争が始まった。戦火を交えず大政奉還によって平和裏に、また欧米大国の干渉を受け

ず日本の近代化を進めようとした佐久間

逸早く東帰し、天皇への恭順に徹した将軍徳川慶喜の一途さが朝廷の御容許となり、欧米大

隙を与えなかったことは何よりであった。
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歳）2 月下曾根塾に再入門、横浜通いが続く。
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この本は、従来はゲーベル銃による密集隊形であった歩兵戦闘法に代えて、ミニエライフル

（ゲーベル銃より弾の飛距離は約 2

命中率もより高まった）による散開戦闘法を初

めて公開した、当時のヨーロッパでも革命的な
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年程学び、師匠内田の紹介で幕臣下曽根金三郎に蘭学、砲術を学んだ。

年）上田へ帰り、同藩士赤松弘の養子となる。

後の海舟）の門人となった。翌年秋、勝に従い幕府が開設し

た長崎海軍伝習所へ行き蘭学、英学、兵学、航海術を学ぶ。その傍ら蘭語の本を訳し『新銃放

にした。更に、蘭語の本を『矢ころのかね小銃

長崎在学中に咸臨丸や観光丸に乗船して対馬や薩摩へも航海し、航海技術

年）長崎海軍伝習所の閉鎖により、勝に従い江戸に帰航した。

年）咸臨丸が米国に向けて品川を出航するが、清次郎は乗船の夢が叶えられ

小三郎と改名し、藩務に専念した。

則良、後に海軍大将）が航海士として乗船できたので赤松小三郎と改名した）

年）松代藩士白川久左衛門近克の娘たかを娶り、それが縁で

れた佐久間象山と初めて松代で会談した。（後述）

年目に京都に出て家
か

開塾と同時に、薩摩、肥後、大垣藩が入塾させ、越前藩は

の授業を知ってから、京の薩摩藩邸に教室を提供して出兵してきた藩士の教練をさせ

には中村半次郎、村田新八、東郷平八郎らで、門弟

生真面目で頑なまでに「天幕一和」「幕薩一和」を推し進めることが欧米列強から日本を守る

（親交のあった会津藩の山本覚馬と一緒に「幕薩一和」を目指して、薩摩の西郷隆盛、幕府側へ

は慶喜のブレーンだった若年寄永井尚志らに働きかけを行った。）

中村半次郎（桐野利秋

（後述７．暗殺の真相）

月薩長討幕軍の挑発に乗った幕府軍は、京都鳥羽、伏見の戦いに応戦し、一年余に及

ぶ戊辰戦争が始まった。戦火を交えず大政奉還によって平和裏に、また欧米大国の干渉を受け

ず日本の近代化を進めようとした佐久間象山、赤松小三郎、さらには坂本龍馬らの深謀遠慮は

逸早く東帰し、天皇への恭順に徹した将軍徳川慶喜の一途さが朝廷の御容許となり、欧米大

隙を与えなかったことは何よりであった。

月下曾根塾に再入門、横浜通いが続く。
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めて公開した、当時のヨーロッパでも革命的な

年程学び、師匠内田の紹介で幕臣下曽根金三郎に蘭学、砲術を学んだ。

年）上田へ帰り、同藩士赤松弘の養子となる。

の門人となった。翌年秋、勝に従い幕府が開設し

た長崎海軍伝習所へ行き蘭学、英学、兵学、航海術を学ぶ。その傍ら蘭語の本を訳し『新銃放

にした。更に、蘭語の本を『矢ころのかね小銃

長崎在学中に咸臨丸や観光丸に乗船して対馬や薩摩へも航海し、航海技術

年）長崎海軍伝習所の閉鎖により、勝に従い江戸に帰航した。

年）咸臨丸が米国に向けて品川を出航するが、清次郎は乗船の夢が叶えられ

し、藩務に専念した。

則良、後に海軍大将）が航海士として乗船できたので赤松小三郎と改名した）

年）松代藩士白川久左衛門近克の娘たかを娶り、それが縁で

れた佐久間象山と初めて松代で会談した。（後述） 

家 塾
じゅく

（私塾）を開く。

開塾と同時に、薩摩、肥後、大垣藩が入塾させ、越前藩は

の授業を知ってから、京の薩摩藩邸に教室を提供して出兵してきた藩士の教練をさせ

には中村半次郎、村田新八、東郷平八郎らで、門弟 800 人。

生真面目で頑なまでに「天幕一和」「幕薩一和」を推し進めることが欧米列強から日本を守る

（親交のあった会津藩の山本覚馬と一緒に「幕薩一和」を目指して、薩摩の西郷隆盛、幕府側へ

は慶喜のブレーンだった若年寄永井尚志らに働きかけを行った。）

桐野利秋）らによって慶応

（後述７．暗殺の真相）

月薩長討幕軍の挑発に乗った幕府軍は、京都鳥羽、伏見の戦いに応戦し、一年余に及

ぶ戊辰戦争が始まった。戦火を交えず大政奉還によって平和裏に、また欧米大国の干渉を受け

象山、赤松小三郎、さらには坂本龍馬らの深謀遠慮は

逸早く東帰し、天皇への恭順に徹した将軍徳川慶喜の一途さが朝廷の御容許となり、欧米大

隙を与えなかったことは何よりであった。（出典：伊東邦夫、赤松小三郎顕彰会会

月下曾根塾に再入門、横浜通いが続く。
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年程学び、師匠内田の紹介で幕臣下曽根金三郎に蘭学、砲術を学んだ。
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年）長崎海軍伝習所の閉鎖により、勝に従い江戸に帰航した。

年）咸臨丸が米国に向けて品川を出航するが、清次郎は乗船の夢が叶えられ
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年）松代藩士白川久左衛門近克の娘たかを娶り、それが縁で

を開く。 

開塾と同時に、薩摩、肥後、大垣藩が入塾させ、越前藩は 4 人の藩士を送った。島津久光はそ
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象山、赤松小三郎、さらには坂本龍馬らの深謀遠慮は
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の授業を知ってから、京の薩摩藩邸に教室を提供して出兵してきた藩士の教練をさせ

生真面目で頑なまでに「天幕一和」「幕薩一和」を推し進めることが欧米列強から日本を守る
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＊ゲーベル銃：前装式（マズルローダー式）、滑腔銃身（ライフリングがない）、フリントロック式（燧

石式）、またはパーカッションロック式（雷管式）の洋式小銃である。すなわち、マスケットと呼ば

れるものと同一であるが、幕末日本では特にこう呼ぶものである。「ゲベール」（Geweer）とはオラ

ンダ語で「小銃」を意味する。 

ミニエー銃（Minié rifle）は、パーカッションロック式（雷管式）の前装式ライフル歩兵銃である。

プリチェット弾を使うライフル銃としては最初期の物で 1849年にフランス陸軍のクロード＝エティ

エンヌ・ミニエー（英語版）大尉によって開発された。 

慶応 2 年（36 歳）2 月江戸から京都に出て、二条衣棚に家塾を開く。同年 3 月江戸日本橋の

山城屋佐兵衛発兌
は つ だ

（発行）『英国歩兵練法』を加賀藩前田家家来の浅津富之助と共訳で翻訳刊

行、全 8 冊、表紙が青かったことから「青本」と呼ばれる。（下曾根稽古場蔵版） 

慶応 3 年（37 歳）5 月薩摩の依頼で「英国歩兵練法」改訂版『重訂 英国歩兵練法』（赤松が

単独で翻訳）を「薩州軍局」から薩摩蔵本として刊行、表紙が赤かったため先の「青本」と区

別して「赤本」と呼ばれる。（「赤本」は薩州軍局により厳しい管理下に置かれた） 

４．建白書はどんなものか 

慶応 2 年（36 歳）8 月幕府に対し政体改革を建白。同年 12 月幕府は赤松を開成所教授に登

用しようとしたが、主家（上田松平家）の承諾が得られず実現しなかった。その頃までに、家

塾では薩摩などをはじめ入門者が相次ぎ 800 人に及んだ。 

慶応 3 年（37 歳）5 月越前の松平春嶽、薩摩の島津久光に、上下両院の議院構想を含む七ヶ

条の政体構想を建言。 

建白書の中身は、選挙で選出された議員による議会政治を提案するもので、維新前には加藤

弘之が立憲君主制案を考え、大久保忠寛が諸侯による議会の案を出していたが、普通選挙によ

る議会制民主主義案は赤松が最初だという。（関良基「赤松小三郎ともう一つの明治維新」） 

これまで赤松小三郎の「建白七策」は、越前の松平春嶽の政治活動を記録した「続再夢紀事*」

に載っていたことで歴史学者はこれを史料として扱ってきたのだが、薩摩藩の島津久光宛ての

「建白七策」が、「鹿児島歴史センター・黎明館」にあることを赤松小三郎研究会が見つけた。

また、2015 年 8 月に青山忠正・佛教大教授の講演会をした際に、客席にいた作家・桐野作人
さくじん

氏

が「盛岡藩が幕府宛ての『建白七策』の写しを保管している」と発言。これによって、3 通目

の別個の「建白七策」が発見された。（赤松小三郎研究会） 

＊「続再夢紀事」の慶応 3（1867）年 5 月 17 日に「御改正之一二端奉申上候口上書」が掲載され

ており、これが通称「建白七策」と呼ばれる文書。（週刊朝日『坂本龍馬より時代に先駆けた

赤松小三郎暗殺の真相』宮原安春） 

福沢諭吉の『西洋事情』は前年（慶応 2 年）10 月に刊行され、20 万部超の当時の大ベストセ

ラーで、アメリカ連邦政府と大統領制、上下両院制などが紹介されている。赤松の遺品目録の

中に同書もあり、赤松も同署を読んでいたに違いない。そういう意味では赤松の「建白七策」

の内容は、当時政治の最先端であった京都において知識人の間では常識であったと言える。 

春嶽や久光が赤松の建白書を最初に見たときは「やっぱりこのような建白書が出てきたか」

という感想だったかもしれない。ただ、赤松の「建白七策」ほどこの次期に他に先駆けて日本

の近代化に向けて具体的に描いたものは他にない。また、すぐ後の坂本龍馬による「船中八策」

や「新政府綱領八策」のモデルになったと思われる。（青山忠正佛教大学教授の講演） 

幕府宛の建白書（信毎記事 H28.6.1） 
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幕府宛の建白書の写しは、「もりおか歴史文学館」所蔵の盛岡藩京都藩邸の公務日誌「京都丁
てい

卯
ぼう

雑記」に書かれていた。幕末維新史に詳しい桐野作人氏が見つけた。 

1867 年 4～5 月には、松平春嶽、島津久光、前土佐藩主山内容堂、前宇和藩主伊達宗
むね

城
なり

の有

力諸侯 4 人が 15 代将軍徳川慶喜を交え、長州藩の処分や兵庫開港を議題として京都で「四侯

会議」を開催。赤松は会議を幕府と諸藩が協調する好機と見ていたという。 

坂本龍馬の「船中八策」は実在せず 

従来、薩土盟約「約定書」の原案は坂本龍馬の「船中八策」と考えられてきた。龍馬が「船

中八策」を後藤象二郎に伝え、後藤がその案で山内容堂を説得して藩論としてまとめたのだと

されてきた。龍馬の「船中八策」はあまりにも有名であるが、実在が確認されない文書である。 

青山教授の講演会で、赤松小三郎研究会会長丸山瑛一会長が「坂本龍馬がその１ヵ月後に書

いた『船中八策』では赤松が議事政局と書いた用語が使われている。赤松の建白書を模倣した

ものではないか」という質問が出た。それを受けて知野文哉氏がこう解説した。氏は龍馬伝説

の伝説部分をそぎ落として史料に基づいた『「坂本龍馬」の誕生』を書いた著者だ。 

「坂本龍馬が船のなかで書いたと言われる『船中八策』は明治以降の創作です。維新後に薩

長閥から政治的に冷遇された土佐出身の政治家が功績を強調するために龍馬の活動を誇張して

膨らませたのでしょう」（週刊朝日『坂本龍馬より時代に先駆けた赤松小三郎暗殺の真相』） 

建白七策 

1． 天幕御合体諸藩一和 

天朝と幕府とが合体し、諸藩の協力する国体を自立するための根本は、まず天朝の権限を

増大せしめ、徳を備えること。（つまり天皇家と幕府と諸藩の融合を説く）そのために 

第一に、天皇を補佐する大臣として、人材を 6 人選び大閣老（総理大臣）は国政全般、財

政、外交、陸海軍の軍事、治安・法務、徴税を司る（行政府） 

上下二局の議政局の普通選挙による議員を選出。首相の独裁を防ぐため犠牲局の決議が行

政局に優るとする。 

2． 人材教育 （人材教育は国是だとし、学校教育の確立を提言） 

3． 人民平等 （個人尊重、職業選択の自由、納税の義務） 

4． 通貨政策 （通貨改革とマネーサプライ） 

5． 専守防衛の陸海軍 （兵の数は少なくしつつ、最新の兵器を備えて兵を熟練させるのが上

策。おそらくこの点が桐野利秋との間で最も意見の対立が生じた部分であろうと思われる） 

6． 殖産興業  

7． 畜産業の振興と肉食の症例（欧州人が体力的・能力的に優れているのは食生活の差異にあ

りとして） 

５．赤松小三郎と佐久間象山の会談 

文久 3 年（1863 年）松代で二人は会談し、歳の差を越えて両者の共通の関心事である馬の話、

銃砲、艦船、政治体制の話にまで及び、相当に腹を割って話したものと思われる。藩士が佳境

に入ると専門的な部分は蘭語を交えた話であったことが、後に交わされる象山からの書簡から

読みとれるとのこと。 

初対面の会談でありながら「今の日本の状態では清国のように先進欧米大国に屈し植民地化

されるだろう。一日も早く日本を近代化に導くことだ。それには京都に出て家塾を開き志士や
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草奔
そうもう

（在野）の臣を啓蒙することだ。一日も早く大志を持って京都へ出よう」と肝胆相照らし

金 打
きんちょう

（固い約束）を打ったことと思う。 

その後、象山は元治元年（1864 年）3 月 17 日松代を立ち京都に入り、約 4 か月後に反対派

の河上彦斎らによって暗殺される。 

６．山本覚馬と同志の赤松小三郎（丸山瑛一赤松小三郎研究会会長） 

NHK 大河ドラマ『八重の桜』に登場した八重の兄山本覚馬。会津藩が京都守護職を務めてい

た時、覚馬は藩主松平容保に付いて京都に赴任し、洋学所を開いた。赤松小三郎は既に衣棚で

英式兵法の塾を開き、門弟 800 人と言われる盛況であったが、覚馬に注目されて親しくなり会

津洋学所の教授を頼まれたが、赤松は薩摩藩の依頼で「薩摩塾」を開いていたためこれを断り、

洋学所の顧問に就任した。因みにこの時一緒に顧問になったのは、英学者の西周だった。 

会津藩は鳥羽伏見の戦いに敗れ、覚馬は眼疾が悪化して両眼失明し、薩摩藩に捕えられて二

本松の薩摩屋敷に幽閉される。この時口述でしたためて、慶応 4 年 6 月に薩摩藩に提出した「管

見」は覚馬が渾身を籠めた 23 ヶ条の建白書で、小松帯刀、西郷隆盛、大久保利通らを驚嘆さ

せた。戊辰戦争後中央政府に入った大久保利通は、内務卿に就任して絶大な権力を握り、富国

強兵・殖産振興などの政策を実施したが、その多くが山本覚馬の建白書に基づくものと推察さ

れる。 

覚馬の管見は、赤松小三郎が松平春嶽、島津久光に提出した 7 項目の口上書が下敷きになっ

ていると見て間違いない。 

「幕薩一和」赤松小三郎と山本覚馬の二人は、日本の将来が欧米列強の餌食にならないために

幕府と西南雄藩との和睦が必須であるとの見解で一致していた。赤松が兄柔太郎に宛てた慶応

3 年 8 月 17 日の手紙には、薩摩藩の西郷吉之助と自分が談合し、幕府方には会津の公用人が当

たっていると書かれている。 

 しかし、その前年、坂本龍馬の仲介で薩長秘密同盟が成立し、幕府と会津は一夜にして「朝

敵」の汚名を着せられることになる。赤松は 9 月 3 日に刺殺されて、二人の大きな夢は消えて

しまった。 

７．暗殺の真相 

京都の赤松に上田からの再三の召喚命令（藩の兵制改革に必要と断って帰藩を急がせた）で、

赤松はやむを得ず帰国を決意するが、帰国直前の慶応 3 年 9 月 3 日午後 4 時頃東 洞 院 通
ひがしのとういんどおり

を

北上中に路上で 2 人の男に斬られる。一人は間違いなく薩摩の桐野利秋（人斬り半次郎と呼ば

れた中村半次郎）。1967 年に発見された桐野の『在京日記』のなかに、桐野ともう一人で赤松

を殺したと書いてあった。 

薩摩にとって、軍事・政治の機密保持のためか。また、赤松の「幕薩一和」の考えは、当時

討幕に傾いていた薩摩にとっては邪魔だったのだろう。（明治維新私学会・青山忠正佛教大学教

授） 

「中村に命令できたのは西郷隆盛だから、西郷が政治・軍事の機密保持のために殺させたの

だろう。西郷は明治維新の実力者だったから、赤松を殺した犯人は誰も口を拭って言わなかっ

た」と青山教授（前出）は言う。 

好戦的な西郷には平和主義の赤松は邪魔だったのかもしれない。 

赤松の死後 1 ヶ月後に戊辰戦争が始まった。 



 

暗殺後、埋葬されたのは京都金戒光明寺でそこに墓がある。そ

本陣が置かれていた寺。ここには鳥羽伏見の戦いで会津藩士たちの眠る墓地がある。

赤松小三郎の死を悼んで島津久光は

光明寺に墓を建て、薩摩受業門生の名前で墓碑に彼の業績を記した。

その墓石に赤松小三郎への讃辞を刻んで世間に体裁を整え、先生には不幸にも「遭緑林之害

而死」と刻んだ。「緑林之害」とは盗賊、強盗のことであり、赤松小三郎は強盗に遭って死んだ

ことにした。

８．東郷平八郎らの逸話

日露戦争を勝利に導いた連合艦隊司令官だった東郷平八郎らは「薩摩が今日あるのも、日露

戦争に勝てたのも赤松先生のおかげ」と述べたと言われる。

東郷平八郎、伊東

州の善光寺で行われた戦没者慰霊祭に出席。その帰路

息を尋ね、小三郎の遺族に対し弔問金を支払ったと言われる。

またその折に、千曲川の簗漁場で遊んだ際に乗った舟が大屋神社に飾られている。

上田城二の丸に赤松小三郎顕彰碑（贈従五位赤松小三郎君之碑）が

ある。その碑には「元帥伯爵東郷平八郎書」と書かれている。

 

９．付録

関良基『

坂本龍馬に先駆けて議会政治を唱え、その先進性を西郷隆盛・大久保利通らが恐れ、ついに暗殺

された赤松小三郎。これまで歴史の闇に葬られてきた。本書は、赤松の知られざる生涯を最新の

研究成果とともに紹介し、幕末に彼の唱えた議会政治が現在の日本国憲法の理念と較べて何ら遜

色のない内容であり、社会的支持も得ていた事実を明らかにする。幕末に芽生えた“立憲主義の

夢"は、テロリズムによって潰えたのであり、明治に出現した専制体制とは異なる“もう一つの維

新"“もう一つの日本近代史

ない。

【小説】江宮隆之『龍馬の影―悲劇の志士・赤松小三郎』河出書房新社（

幕末、龍馬より先に議会制政治を構想し、龍馬より少し前に暗殺された男がいた。歴史に埋もれ

た赤松小三郎という男の鮮烈にして壮絶な、夢と挫折の生涯をはじめて描く傑作時代小説。

江宮隆之

星湖賞受賞（第

薩摩・長州の大罪

暗殺後、埋葬されたのは京都金戒光明寺でそこに墓がある。そ

本陣が置かれていた寺。ここには鳥羽伏見の戦いで会津藩士たちの眠る墓地がある。

赤松小三郎の死を悼んで島津久光は

光明寺に墓を建て、薩摩受業門生の名前で墓碑に彼の業績を記した。

その墓石に赤松小三郎への讃辞を刻んで世間に体裁を整え、先生には不幸にも「遭緑林之害

而死」と刻んだ。「緑林之害」とは盗賊、強盗のことであり、赤松小三郎は強盗に遭って死んだ

ことにした。 

東郷平八郎らの逸話

日露戦争を勝利に導いた連合艦隊司令官だった東郷平八郎らは「薩摩が今日あるのも、日露

戦争に勝てたのも赤松先生のおかげ」と述べたと言われる。

東郷平八郎、伊東

州の善光寺で行われた戦没者慰霊祭に出席。その帰路

息を尋ね、小三郎の遺族に対し弔問金を支払ったと言われる。

またその折に、千曲川の簗漁場で遊んだ際に乗った舟が大屋神社に飾られている。

上田城二の丸に赤松小三郎顕彰碑（贈従五位赤松小三郎君之碑）が

ある。その碑には「元帥伯爵東郷平八郎書」と書かれている。

付録 

関良基『赤松小三郎ともう一つの明治維新――テロに葬られた立憲主義の夢

坂本龍馬に先駆けて議会政治を唱え、その先進性を西郷隆盛・大久保利通らが恐れ、ついに暗殺

された赤松小三郎。これまで歴史の闇に葬られてきた。本書は、赤松の知られざる生涯を最新の

研究成果とともに紹介し、幕末に彼の唱えた議会政治が現在の日本国憲法の理念と較べて何ら遜

色のない内容であり、社会的支持も得ていた事実を明らかにする。幕末に芽生えた“立憲主義の

は、テロリズムによって潰えたのであり、明治に出現した専制体制とは異なる“もう一つの維

“もう一つの日本近代史

ない。 

【小説】江宮隆之『龍馬の影―悲劇の志士・赤松小三郎』河出書房新社（

幕末、龍馬より先に議会制政治を構想し、龍馬より少し前に暗殺された男がいた。歴史に埋もれ

た赤松小三郎という男の鮮烈にして壮絶な、夢と挫折の生涯をはじめて描く傑作時代小説。

江宮隆之：1948

星湖賞受賞（第

薩摩・長州の大罪

暗殺後、埋葬されたのは京都金戒光明寺でそこに墓がある。そ

本陣が置かれていた寺。ここには鳥羽伏見の戦いで会津藩士たちの眠る墓地がある。

赤松小三郎の死を悼んで島津久光は

光明寺に墓を建て、薩摩受業門生の名前で墓碑に彼の業績を記した。

その墓石に赤松小三郎への讃辞を刻んで世間に体裁を整え、先生には不幸にも「遭緑林之害

而死」と刻んだ。「緑林之害」とは盗賊、強盗のことであり、赤松小三郎は強盗に遭って死んだ

東郷平八郎らの逸話 

日露戦争を勝利に導いた連合艦隊司令官だった東郷平八郎らは「薩摩が今日あるのも、日露

戦争に勝てたのも赤松先生のおかげ」と述べたと言われる。

東郷平八郎、伊東祐
すけ

亨
ゆき

、上村彦之丞

州の善光寺で行われた戦没者慰霊祭に出席。その帰路

息を尋ね、小三郎の遺族に対し弔問金を支払ったと言われる。

またその折に、千曲川の簗漁場で遊んだ際に乗った舟が大屋神社に飾られている。

上田城二の丸に赤松小三郎顕彰碑（贈従五位赤松小三郎君之碑）が

ある。その碑には「元帥伯爵東郷平八郎書」と書かれている。

大屋神社に飾られた舟と掲額

赤松小三郎ともう一つの明治維新――テロに葬られた立憲主義の夢

坂本龍馬に先駆けて議会政治を唱え、その先進性を西郷隆盛・大久保利通らが恐れ、ついに暗殺

された赤松小三郎。これまで歴史の闇に葬られてきた。本書は、赤松の知られざる生涯を最新の

研究成果とともに紹介し、幕末に彼の唱えた議会政治が現在の日本国憲法の理念と較べて何ら遜

色のない内容であり、社会的支持も得ていた事実を明らかにする。幕末に芽生えた“立憲主義の

は、テロリズムによって潰えたのであり、明治に出現した専制体制とは異なる“もう一つの維

“もう一つの日本近代史

【小説】江宮隆之『龍馬の影―悲劇の志士・赤松小三郎』河出書房新社（

幕末、龍馬より先に議会制政治を構想し、龍馬より少し前に暗殺された男がいた。歴史に埋もれ

た赤松小三郎という男の鮮烈にして壮絶な、夢と挫折の生涯をはじめて描く傑作時代小説。

1948 年山梨生まれ。「経清記」で第

星湖賞受賞（第 41 回課題図書）。他に『凍てる指』『一葉の雲』など。

薩摩・長州の大罪---「大政奉還」という無血の政権移譲を無視して戊辰戦争に突き進んだ

暗殺後、埋葬されたのは京都金戒光明寺でそこに墓がある。そ

本陣が置かれていた寺。ここには鳥羽伏見の戦いで会津藩士たちの眠る墓地がある。

赤松小三郎の死を悼んで島津久光は

光明寺に墓を建て、薩摩受業門生の名前で墓碑に彼の業績を記した。

その墓石に赤松小三郎への讃辞を刻んで世間に体裁を整え、先生には不幸にも「遭緑林之害

而死」と刻んだ。「緑林之害」とは盗賊、強盗のことであり、赤松小三郎は強盗に遭って死んだ

日露戦争を勝利に導いた連合艦隊司令官だった東郷平八郎らは「薩摩が今日あるのも、日露

戦争に勝てたのも赤松先生のおかげ」と述べたと言われる。

上村彦之丞の三将軍は、日露戦争に勝利した翌年の

州の善光寺で行われた戦没者慰霊祭に出席。その帰路

息を尋ね、小三郎の遺族に対し弔問金を支払ったと言われる。

またその折に、千曲川の簗漁場で遊んだ際に乗った舟が大屋神社に飾られている。

上田城二の丸に赤松小三郎顕彰碑（贈従五位赤松小三郎君之碑）が

ある。その碑には「元帥伯爵東郷平八郎書」と書かれている。

大屋神社に飾られた舟と掲額

赤松小三郎ともう一つの明治維新――テロに葬られた立憲主義の夢

坂本龍馬に先駆けて議会政治を唱え、その先進性を西郷隆盛・大久保利通らが恐れ、ついに暗殺

された赤松小三郎。これまで歴史の闇に葬られてきた。本書は、赤松の知られざる生涯を最新の

研究成果とともに紹介し、幕末に彼の唱えた議会政治が現在の日本国憲法の理念と較べて何ら遜

色のない内容であり、社会的支持も得ていた事実を明らかにする。幕末に芽生えた“立憲主義の

は、テロリズムによって潰えたのであり、明治に出現した専制体制とは異なる“もう一つの維

“もう一つの日本近代史"の可能性があった。そして、赤松小三郎の夢は、今なお実現してい

【小説】江宮隆之『龍馬の影―悲劇の志士・赤松小三郎』河出書房新社（

幕末、龍馬より先に議会制政治を構想し、龍馬より少し前に暗殺された男がいた。歴史に埋もれ

た赤松小三郎という男の鮮烈にして壮絶な、夢と挫折の生涯をはじめて描く傑作時代小説。

年山梨生まれ。「経清記」で第

回課題図書）。他に『凍てる指』『一葉の雲』など。

「大政奉還」という無血の政権移譲を無視して戊辰戦争に突き進んだ
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暗殺後、埋葬されたのは京都金戒光明寺でそこに墓がある。そ

本陣が置かれていた寺。ここには鳥羽伏見の戦いで会津藩士たちの眠る墓地がある。

赤松小三郎の死を悼んで島津久光は 300 両を贈り弔意を示した。その

光明寺に墓を建て、薩摩受業門生の名前で墓碑に彼の業績を記した。

その墓石に赤松小三郎への讃辞を刻んで世間に体裁を整え、先生には不幸にも「遭緑林之害

而死」と刻んだ。「緑林之害」とは盗賊、強盗のことであり、赤松小三郎は強盗に遭って死んだ

日露戦争を勝利に導いた連合艦隊司令官だった東郷平八郎らは「薩摩が今日あるのも、日露

戦争に勝てたのも赤松先生のおかげ」と述べたと言われる。

の三将軍は、日露戦争に勝利した翌年の

州の善光寺で行われた戦没者慰霊祭に出席。その帰路

息を尋ね、小三郎の遺族に対し弔問金を支払ったと言われる。

またその折に、千曲川の簗漁場で遊んだ際に乗った舟が大屋神社に飾られている。

上田城二の丸に赤松小三郎顕彰碑（贈従五位赤松小三郎君之碑）が

ある。その碑には「元帥伯爵東郷平八郎書」と書かれている。

 
大屋神社に飾られた舟と掲額

赤松小三郎ともう一つの明治維新――テロに葬られた立憲主義の夢

坂本龍馬に先駆けて議会政治を唱え、その先進性を西郷隆盛・大久保利通らが恐れ、ついに暗殺

された赤松小三郎。これまで歴史の闇に葬られてきた。本書は、赤松の知られざる生涯を最新の

研究成果とともに紹介し、幕末に彼の唱えた議会政治が現在の日本国憲法の理念と較べて何ら遜

色のない内容であり、社会的支持も得ていた事実を明らかにする。幕末に芽生えた“立憲主義の

は、テロリズムによって潰えたのであり、明治に出現した専制体制とは異なる“もう一つの維

の可能性があった。そして、赤松小三郎の夢は、今なお実現してい

【小説】江宮隆之『龍馬の影―悲劇の志士・赤松小三郎』河出書房新社（

幕末、龍馬より先に議会制政治を構想し、龍馬より少し前に暗殺された男がいた。歴史に埋もれ

た赤松小三郎という男の鮮烈にして壮絶な、夢と挫折の生涯をはじめて描く傑作時代小説。

年山梨生まれ。「経清記」で第 13

回課題図書）。他に『凍てる指』『一葉の雲』など。

「大政奉還」という無血の政権移譲を無視して戊辰戦争に突き進んだ

暗殺後、埋葬されたのは京都金戒光明寺でそこに墓がある。そ

本陣が置かれていた寺。ここには鳥羽伏見の戦いで会津藩士たちの眠る墓地がある。

両を贈り弔意を示した。その

光明寺に墓を建て、薩摩受業門生の名前で墓碑に彼の業績を記した。

その墓石に赤松小三郎への讃辞を刻んで世間に体裁を整え、先生には不幸にも「遭緑林之害

而死」と刻んだ。「緑林之害」とは盗賊、強盗のことであり、赤松小三郎は強盗に遭って死んだ

日露戦争を勝利に導いた連合艦隊司令官だった東郷平八郎らは「薩摩が今日あるのも、日露

戦争に勝てたのも赤松先生のおかげ」と述べたと言われる。

の三将軍は、日露戦争に勝利した翌年の

州の善光寺で行われた戦没者慰霊祭に出席。その帰路 5 月 10

息を尋ね、小三郎の遺族に対し弔問金を支払ったと言われる。

またその折に、千曲川の簗漁場で遊んだ際に乗った舟が大屋神社に飾られている。

上田城二の丸に赤松小三郎顕彰碑（贈従五位赤松小三郎君之碑）が

ある。その碑には「元帥伯爵東郷平八郎書」と書かれている。

大屋神社に飾られた舟と掲額 

赤松小三郎ともう一つの明治維新――テロに葬られた立憲主義の夢

坂本龍馬に先駆けて議会政治を唱え、その先進性を西郷隆盛・大久保利通らが恐れ、ついに暗殺

された赤松小三郎。これまで歴史の闇に葬られてきた。本書は、赤松の知られざる生涯を最新の

研究成果とともに紹介し、幕末に彼の唱えた議会政治が現在の日本国憲法の理念と較べて何ら遜

色のない内容であり、社会的支持も得ていた事実を明らかにする。幕末に芽生えた“立憲主義の

は、テロリズムによって潰えたのであり、明治に出現した専制体制とは異なる“もう一つの維

の可能性があった。そして、赤松小三郎の夢は、今なお実現してい

【小説】江宮隆之『龍馬の影―悲劇の志士・赤松小三郎』河出書房新社（

幕末、龍馬より先に議会制政治を構想し、龍馬より少し前に暗殺された男がいた。歴史に埋もれ

た赤松小三郎という男の鮮烈にして壮絶な、夢と挫折の生涯をはじめて描く傑作時代小説。

13 回歴史文学賞受賞。『白磁の人

回課題図書）。他に『凍てる指』『一葉の雲』など。

「大政奉還」という無血の政権移譲を無視して戊辰戦争に突き進んだ

暗殺後、埋葬されたのは京都金戒光明寺でそこに墓がある。それは京都守護職・松平

本陣が置かれていた寺。ここには鳥羽伏見の戦いで会津藩士たちの眠る墓地がある。

両を贈り弔意を示した。その

光明寺に墓を建て、薩摩受業門生の名前で墓碑に彼の業績を記した。 

その墓石に赤松小三郎への讃辞を刻んで世間に体裁を整え、先生には不幸にも「遭緑林之害

而死」と刻んだ。「緑林之害」とは盗賊、強盗のことであり、赤松小三郎は強盗に遭って死んだ

日露戦争を勝利に導いた連合艦隊司令官だった東郷平八郎らは「薩摩が今日あるのも、日露

戦争に勝てたのも赤松先生のおかげ」と述べたと言われる。 

の三将軍は、日露戦争に勝利した翌年の

10 日に上田を訪問し、赤松家の消

息を尋ね、小三郎の遺族に対し弔問金を支払ったと言われる。 

またその折に、千曲川の簗漁場で遊んだ際に乗った舟が大屋神社に飾られている。

上田城二の丸に赤松小三郎顕彰碑（贈従五位赤松小三郎君之碑）が

ある。その碑には「元帥伯爵東郷平八郎書」と書かれている。 

赤松小三郎ともう一つの明治維新――テロに葬られた立憲主義の夢

坂本龍馬に先駆けて議会政治を唱え、その先進性を西郷隆盛・大久保利通らが恐れ、ついに暗殺

された赤松小三郎。これまで歴史の闇に葬られてきた。本書は、赤松の知られざる生涯を最新の

研究成果とともに紹介し、幕末に彼の唱えた議会政治が現在の日本国憲法の理念と較べて何ら遜

色のない内容であり、社会的支持も得ていた事実を明らかにする。幕末に芽生えた“立憲主義の

は、テロリズムによって潰えたのであり、明治に出現した専制体制とは異なる“もう一つの維
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